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今月の表紙：野迫川村の雲海と初日
場所：奈良県野迫川村 https://www.mirokukai.ne.jp/

ミロク会計人会連合会 役員
ミロク情報サービス代表取締役社長　年頭挨拶

「第43回全国統一研修会 沖縄大会」開催報告
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ミロクシステムQ&A
『ACELINK NX-Pro 電子申告（よくあるお問い合わせ）』



ミロク会計人会連合会 会長

金子 秀夫

2019年、新しい年を迎えました。ミロク会計人会 の役員の先生方に、新年を迎えての抱負や会員の
皆様へのメッセージなどをご寄稿いただきまし た。
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［新年を迎えて］
皆々様、新年おめでとうございます。
今年は、平成最後の歳となりました。
この4カ月を意義深く過ごすとともに、
新しい年号のもとで安寧な日々が送
れるよう、祈念してまいります。
特に我々の業界は、軽減税率制度と
いう新たな時代に突入する初年度の
混迷が、年の後半には控えています。
中小事業者にとっても、我が国経済
にとっても大過なきよう、望みます。
［今年の本会に期待すること］
ミロク会計人会の特徴は、つるまず、

誇示せず、控えめでありました。
私見で申し訳ありませんが、“大
店の旦那衆”の寄り合いのよう
な、おおらかな結束があります。
しかし、社会は国際化し、淘汰
の時代となりました。会員が連

帯し、組織率を高め、サバイバビリテ
ィをかけて組織拡大に努めなければな
りません。そのため、新年度から単位
会に名簿を設け活用するよう進めてお
ります。今年は、ひと回り大きな会計
人会を目指してまいりましょう。
［いつも通りの心がけ］
私たちは、2019年の初春を、穏や
かに迎えることができました。しか
し、経営者たる者は常に「治にいて
乱を忘れず」です。愚作の川柳で恐
縮ですが一句。
小春日の　過ぎたる先を　想いやり

［今年の抱負］
新人会長として1年目、会員一人ひとり
の声を大切にするとともに役員の皆様の協
力を得て、お互いに認め合う会計人会に
してゆきたい。また、個人としては日々
の変化に即応し、愚直に正直に立ち向か
って職務を全うしたいと思います。
［会員に向けてのメッセージ］
昨今の社会環境の流れは早いです。会と
しても適時、的確に分かりやすい情報伝達
に努めてまいります。当会に対し、今ま
で以上の提言をお願いするとともに、会
員の皆様にとって健やかで良き年であり
ますよう祈念しております。

役員メッセージ

平成から
祈りを込めて

2019年のキーワード

拶挨ごの年新

［今年の抱負］
今日的課題であります「人手不足」はますま

す深刻になってくるものと思います。我々業界
では、IT化への取り組みが比較的進んでいるほ
うとはいえ、事業効率化への要求は一層高まり、
その際の有力なツールとしてMJSの会計ソフト
に期待するところが大であります。
［会員に向けてのメッセージ］
国家財政に目を転じれば、2019年10月の消
費税引き上げは財政赤字の全面的解決となるも
のではなく、軽減税率ならびに教育無償化な
どの大胆な施策見直しも必要となるでしょう。
そのために、我々会員として税理士法の理

念を再認識し、納税義務の適正な実現を図る
1年としたいと思います。

［今年の抱負］
2019年、亥年にちなみ“猪突猛進”します。と、言いたいところで

すが亥年とは“春の芽吹きまで、じっと固い種の中でエネルギーを内に
込める”という意味を持つそうです。今年は経営基盤を固め内部の充実
に心がけようと思います。
［会員に向けてのメッセージ］
近い将来、AIに取って代わられる職業に挙げられる税理士…。しかし、
顧客との信頼関係・チームワークはAIやロボットにできるでしょうか?
「かかって来いAI」という意識で会員の皆様とともにミロク会計人会
を盛り上げていきましょう。

人手不足

進化と深化
―進化するときは、人が深化している―

2019年のキーワード

2019年のキーワード

東北会会長

福嶋 朗

北陸会会長

常山 明夫
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北海道会会長

中原 章博

2019年、新しい年を迎えました。ミロク会計人会 の役員の先生方に、新年を迎えての抱負や会員の
皆様へのメッセージなどをご寄稿いただきまし た。

ミロク会計人会

［新年を迎えて］
明けましておめでとうござい
ます。皆様におかれましては、
お健やかに新年をお迎えのこと
とお慶び申し上げます。
本年の全国統一研修会は、北
海道会が担当し函館市で開催します。
大会テーマ「新・維新」のもと、異
国情緒溢れる函館に多くの皆様をお
迎えいたします。皆様のお越しをお
待ち申し上げます。
新たな年が皆様にとりまして良き
一年でありますようご祈念申し上げ、
新年のご挨拶とさせていただきます。
［統一研修会に向けた意気込み］
第44回全国統一研修会の開催地は、

ミシュラン観光地が20を超える魅力
度ランキング1位のまち函館です。
「維新151年」「北海道151年」「新

元号」、新時代を迎え土方歳三や榎本
武揚ゆかりの地で「新・維新」を大
会テーマとして開催します。テーマに
相応しい研修会にし、ノスタルジッ
ク函館を存分に堪能いただきたいと、
北海道会は皆様をお迎え致します。
［個人的な抱負、目標］
次世代へのバトンタッチの年にし
たい!
自事務所において、各団体におい
ても、そろそろ役職を退任しようと
思います。次世代を応援する良き先
輩になりたい!

役員メッセージ

随処作主

研 て一 け統 向の に秋 会今 修

2019年のキーワード

新元号のもと、
助け合う社会づくり

2019年のキーワード

関東信越会会長

畔上 洋

［今年の抱負］
複雑化していく顧客の経営内容をMJSのシス

テムを最大限活用して支え、経営計画の指導を
行っていくことは今後ますます重要な業務とし
て認識する必要があります。
［会員に向けてのメッセージ］
ミロク会計人会の皆様におかれましては、多

忙な毎日を過ごされていることと思います。
私たちの業務は、多種多様な業種に関わった

経理・税務・経営指導に接しています。
数字となって表れてくる結果を見て、どのよ

うなアドバイスができるかが重要なことではな
いでしょうか。

［今年の抱負］
私の常々の目標は「顧客企業のより良い仕組みづくりへのサポー

ター」であり、今まさにAI・IoTの時代と言われています。パソコン
でどんなことでも検索できる時代でありますが、人間力は全てに優先!
を掲げ、上記目標のもとで、高難度業務へのさらなる挑戦です。
［会員に向けてのメッセージ］
今、会員のメリットは?ということで、昨年までは「研修と交流こ
そ会計人として必須!」と中部会を挙げての質量ともに、税務関連業務
も含めた研修と交流の充実を目指しました。入会率3分の2以上の会員
増強を目標としましたが、道半ばです。本年6月で退任予定です。退
任後は側面からさらに当事者の一員として邁進してまいります。

顧客の立場を
常に理解する

人間力は
全てに優先 !

2019年のキーワード

2019年のキーワード

東京会会長

馬場 英晶

中部会会長

石川 光男
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［今年の抱負］
平成元年の消費税導入時、その前年12月
末に成立した消費税法が、翌年の4月に施行
されるという慌ただしさでした。それを支え
たのは、日本の税理士制度でした。本年は増
税の上、複数税率の実施となり混乱が予想さ
れますが、日本の税理士制度、複数税率のス
ムースな実施に貢献したいと考えます。
［会員に向けてのメッセージ］
全国統一研修会 沖縄大会における「景気

は確実に回復しつつある」との麻生 太郎財
務大臣の祝辞を信じつつ、日本の景気がミ
ロク会計人の繁栄をもたらし、かつ、ミロ
ク会計人の繁栄が日本の景気を支えるとの
自負を持ち、ミロク会計人会としてあるべ
き姿を求め、今年も頑張っていきましょう。

［今年の抱負］
「ミロク会計人懇話会を通じて意思疎通を」

MJSのシステムは優れているのに、
個々のユーザーに十分に伝わっていない
のが現状です。そこで近畿会では、シス
テムの伝導布教と、MJS・会員相互の意
思疎通を図るため「ミロク会計人懇話会」
を開催しており、今年度も積極的に継続
していきます。
［会員に向けてのメッセージ］
「税法条文はTVSのホームページから」

TVSのホームページの左下にある「税
務会計データベース」をご存知でしょう
か。現行だけでなく以前のものも見られ
ますし、条文中のかっこ書きに色付けも
できるなど非常に優れた条文集です。税
務解釈の最後の決め手は条文です。ぜひ
一度利用してみてください。

［今年の抱負］
今年の抱負としまして中国会は、会

員の皆様方とさらなる連携を図り、税
法よりもビジネスとしての切り口で情
報発信していきたいと思います。
先行すべきモノは先行し、そうでな

いモノはコスト重視で後から行きます。
［会員に向けてのメッセージ］
我々はどのような時代にあっても、

中小零細企業およびその経営者の良
きサポート役として責務を果たして
いかなければなりません。
先生方の個性を生かし、しっかり

と差別化して今後の変化する時代に
立ち向かいましょう。

AI・FinTechなんて怖くない。

［今年の抱負］
「事業承継ガイドライン」が公表されて早

10年、この間に何度かの事業承継税制の改
正が行われましたが、ここに来てやっと社会
が本格的に動き出した感があります。我々
も税制の側面からだけでなく、中小企業の
パートナーとして真剣に取り組んでいきた
いと思います。
［会員に向けてのメッセージ］
私たちは今まで税務・会計の仕事を主とし
てきましたし、これからもそれは続くでしょ
う。しかしもう一つの側面として、関与先
企業の永続的な発展のための一翼を担って
いることも確かです。事業承継について随
分先行された会員もおられますが、これか
らが本番だと思います。一緒に精を出して
いきましょう。

［今年の抱負］
沖縄会の会長としては、会の活性化

を目指します。具体的には役員会をは
じめ、各委員会開催回数の増加を図り
ます。そのために、財政（特に収入増
案）についても検討していきます。個
人としては、旅行、山歩き、ゴルフの
スコアアップを目指します。
［会員に向けてのメッセージ］
昨年は、全国統一研修会開催で沖縄

会全員が結集しました。その勢いを
持続していくことが開催の最大の効
果だと思います。会の活性化のため、
さまざまな意見をお寄せください。

ピンチもチャンスも、
自分次第 !

地道に行けば
必ず成る

気合

事業承継

変化

2019年のキーワード

2019年のキーワード

2019年のキーワード

2019年のキーワード

2019年のキーワード

四国会会長

木村 幸博

近畿会会長

植田 卓

中国会会長

吉井 利幸

九州会会長

大久保 昌逸

沖縄会会長

波平 正
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［新年を迎えて］

新年明けましておめでとうございます。先生方
におかれましては、お健やかに新年をお迎えのこ
ととお喜び申し上げます。
昨年は第43回全国統一研修会が沖縄にて開催さ

れました。日本全国から参加された多くの先生方
の熱気に直に触れ、会計事務所が時代の変化に対
応しながら発展を続けていることを実感致しまし
た。
急速に進む少子高齢化、それに伴う労働力不足。
また、シェアリングエコノミーの拡大、クラウドや

AIの導入など、ビジネス環境はかつてないほどの
速さで変化しています。その中で中小企業は、生
き残りをかけ変革することを求められております。
その実現を支援するため、会計事務所の果たす役
割はますます大きくなっていくことでしょう。

［今年のMJSの目指すもの］

当社は中小企業の経営課題を会計事務所ととも
に解決すべく挑戦を続けています。昨年は小規模
事業者を対象としたクラウドサービス「かんたん
クラウド会計／給与」「お金の管理」の提供を開始
しました。これらは、顧問先企業・会計事務所双
方の業務効率化を支援するものです。
中小企業の事業承継では、子会社MJS M＆Aパ
ートナーズ（mmap）を通じた支援サービスを展
開しています。地方金融機関とのネットワーク構
築も進めており、中小企業の事業支援を通じた地
域経済の活性化に取り組んでいます。
先生方が高度なサービスを顧問先企業に提供で
きるよう、積極的に取り組んでまいります。引き
続きご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い致しま
す。

会計事務所の発展を
支え続けます

2019年のキーワード

［今年の抱負］
私の事務所は、先代（父）が1948
年に立ち上げ、昨年、創業70周年を
迎えました。今年は、元号が変わる
節目の年になります。「百年事務所」
を目指し、会計事務所を取り巻く環
境を見据え、今後の事務所のあり方
について、長期的に考える年にした
いと思います。
［会員に向けてのメッセージ］

2013年度まで4年間、副会長とし
て、連合会会務に関わらせていただ
きました。昨年7月の定期総会におい
て連合会監事に選任されました。連
合会の活動が会員にとってより良い
ものになるよう、監事として精一杯、
務めていきたいと思います。

［今年の抱負］
連合会監事としての抱負は、連合会

会計および会務執行の明瞭性と透明性
を求め、「会員のための会務」を意識し
て監事役を務めてまいります。
私の抱負（Tell oneself）としては、
生涯現役、生涯研鑽を貫き、青臭さを失
わず、何にでも興味を持ち続けることで
す。
［会員に向けてのメッセージ］
ミロク会計人会の会員であることに

誇りを持とう、あなたが選んだベンダ
ーと和になり提言し共存しているから。
そして、事業に進んで参加しよう、

あなたの大切な仕事に直結する貴重な
情報知識が多く得られるから。
それでも、誇りを持てないなら立ち

止まって考えよう。

急激なデジタル
社会への移行

NO SIDE

2019年のキーワード

2019年のキーワード

連合会監事

井上 泰一

連合会監事

林 伸三郎

ミロク情報サービス
代表取締役社長
最高経営責任者

是枝 周樹
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第43回全国統一研修会報告
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理

士
会
会
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

単
位
会
表
彰
で
は
、
昨
年
の
「
第

42
回
全
国
統
一
研
修
会 

新
潟
大
会
」

を
担
当
さ
れ
た
関
東
信
越
ミ
ロ
ク
会

計
人
会
を
代
表
し
、
畔
あ
ぜ
が
み上 

洋
会
長
が

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
功
労
者

表
彰
で
は
、
こ
の
た
び
任
期
を
終
え

第
1
分
科
会
は
、
連
合
会
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
が
企
画
・
運
営

を
担
当
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
業

務
改
善
シ
リ
ー
ズ
第
5
弾 

『
10
年
後

求
め
ら
れ
る
税
理
士
事
務
所
と
な
る

た
め
に
』」
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
今
後
の
税
理
士
事

務
所
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
果
た
す

べ
き
役
割
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
分
科
会
は
、
ウ
イ
ル
ス
学

者
（
獣
医
学
博
士
）
で
（
有
）
生
物

資
源
研
究
所
代
表
取
締
役
・
所
長
の

根ね

ろ

め

路
銘 

国
昭
氏
に
、「
人
生
い
ろ
い

ろ
か
ら 

沖
縄
の
未
来
図
」
と
題
し

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
司
会
は

嘉か
よ
う陽 

宗
一
郎
大
会
実
行
委
員
が
務
め
、

森も
り
と
う東 

道
夫
大
会
実
行
委
員
が
開
会
の

言
葉
を
、
井
上 

む
つ
き
大
会
実
行
副

委
員
長
が
謝
辞
と
閉
会
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

第
3
分
科
会
は
、
琉
球
大
学
名
誉

教
授
（
文
学
博
士
・
琉
球
史
）
の
髙

良 

倉
吉
氏
を
講
師
に
招
き
、「
琉
球

王
国
の
歴
史
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
司
会

を
野
原 

信
男
大
会
実
行
委
員
が
務
め
、

開
会
の
言
葉
を
髙
良 

正
一
大
会
実
行

委
員
が
述
べ
、
大
濱 

盛も
り
ひ
で英
大
会
実
行

副
委
員
長
に
よ
る
謝
辞
と
閉
会
の
言

葉
で
終
了
し
ま
し
た
。

式典全景
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こ
の
た
び
は
第
43
回
全
国
統
一
研
修
会 

沖
縄
大
会
の
開

催
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
中
小
企
業
庁

で
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
直
面
す
る
経
営
者
の

高
齢
化
、
人
手
不
足
、
人
口
減
少
と
い
う
3
つ
の
構
造
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
特
に
事
業
承
継
の
促
進
を
最
重
要
課
題

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
10
年
間
で
、
平
均
引
退
年
齢

で
あ
る
70
歳
を
超
え
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営

者
は
約
2
4
5
万
人
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
う

ち
約
半
数
の
事
業
者
で
は
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を
放
置
す
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
技

術
や
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
事
業
者
の
廃
業
が
増
加
し
、
日
本
経

済
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
と
な
り
ま
す
。
地
域
に
根
づ
い
た
価

値
あ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
が
、
次
世
代
へ

承
継
さ
れ
る
た
め
、
中
小
企
業
庁
で
は
今
後
10
年
を
事
業
承

継
の
集
中
実
施
期
間
と
位
置
づ
け
、
承
継
前
か
ら
後
ま
で
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
政
府
の
取
り
組
み
を
活
用
し
、
我
が
国
経
済

の
好
循
環
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、
こ
れ
を
全
国
へ
と
波
及
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
の
皆
様
の
ご

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
は
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
が
抱
え
る
課
題
に
寄
り
添

う
税
理
士
や
公
認
会
計
士
な
ど
の
ス
キ
ル
を
高
め
、
関
与
先

企
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
成
長
に
向
け
て
前
向

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
け
る
よ
う
、
税
務
・
会
計
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
お
立
場
か
ら
ぜ
ひ
後
押
し
し
て
い
た
だ
き
た

く
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
日
ご
列
席
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
第
43
回
全

国
統
一
研
修
会
が
、
沖
縄
県
那
覇
市
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
の
中
小
企
業
は
、
世
界
に
誇
る
技
術
力
の
宝
庫
で
す
。

皆
様
方
が
、
日
頃
よ
り
、
納
税
の
基
礎
と
な
る
記
帳
や
会
計

処
理
を
は
じ
め
、
商
取
引
の
面
に
お
い
て
も
指
導
的
な
役
割

を
果
た
さ
れ
、
中
小
企
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
対
し
て
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

日
本
経
済
は
安
倍
内
閣
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
、
名

目
G
D
P
、
企
業
収
益
が
過
去
最
高
水
準
と
な
り
、
ま
た
、

雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
を
背
景
に
、
全
国
で
経
済
の
好
循

環
が
着
実
に
回
り
始
め
て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
税
制
改

正
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業
の
事
業
承
継
税
制
を
抜
本
的
に

拡
充
し
ま
し
た
。
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
円
滑
な
代
替

わ
り
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
税
制
を
通
じ
て
、
中

小
企
業
の
事
業
承
継
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
税
務
行
政
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
経

済
社
会
の
I
C
T
化
等
を
ふ
ま
え
た
申
告
手
続
の
電
子
化
の

推
進
な
ど
、
制
度
改
正
に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
、
適
正
・
公
平

な
課
税
の
実
現
と
期
限
内
納
付
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

国
民
か
ら
の
信
頼
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
に
対
す
る
な
お一層
の
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

中
小
企
業
者
を
含
め
た
納
税
者
の
方
々
の
最
も
身
近
で
信
頼

で
き
る
相
談
相
手
・
専
門
家
と
し
て
、
一
層
指
導
・
助
言
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
貴
連
合
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
御
参
会
の
皆

様
方
の
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ご
祝
辞

財
務
大
臣 

麻
生 

太
郎 

様

代
読
　
木
村 

幸
博
　
連
合
会
副
会
長

ご
祝
辞

中
小
企
業
庁
長
官 

安
藤 

久
佳 

様

代
読 

木
村 

聡 

様 

同
庁 

事
業
環
境
部
長

（左から）司会の新里 和也大会実行委員とアシス
タントの崎山 一葉氏

功労者表彰を受ける増田 正
廣関東信越会前会長

閉会の言葉を述べる下地 寛一大
会実行副委員長

単位会の表彰を受ける畔上 
洋関東信越会会長

壇上の連合会役員

ご来賓席と協賛会社席

かりゆしを着て開会の挨拶をされ
る友利 博明大会実行委員長

7 月刊税理士事務所CHANNEL



第43回全国統一研修会報告

本
日
は
第
43
回
全
国
統
一研
修
会
が
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
沖
縄
で

の
開
催
は
、
今
回
で
3
回
目
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
青
い
海
、
青
い
空
、
ま
ぶ
し
い
太
陽
の
沖
縄

に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
本
土
で
は
異
常
気
象

と
な
り
、
最
高
気
温
41
・
1
度
を
記
録
、
ま
た
9
月
以
降
に
は
立

て
続
け
に
台
風
が
上
陸
し
て
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
、

北
海
道
で
は
そ
の
台
風
が
過
ぎ
去
っ
て
す
ぐ
に
最
大
震
度
7
の
地

震
ま
で
発
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
災
害
の
被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
中
小
企
業
が
抱
え
る
後
継
者
問
題
は
、
日
本

経
済
の
成
長
や
発
展
に
お
け
る
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
事
業
承
継
対
策
や
経
営
力
強
化
に
向
け
て
、
国

や
地
方
公
共
団
体
、
金
融
機
関
な
ど
が
互
い
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
中
小
企
業
支
援
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
打
ち
出
し

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
中

小
企
業
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
日
々
信
頼
に
応
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
研
鑽
を
積
ま
れ
て
き
た
会
計
人
会
の
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、
会
員
の
社
会
的
地
位
の

向
上
と
顧
問
先
企
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
た
び
の
全
国
統
一
研
修
会
沖
縄
大
会
を
機
に
、

初
め
て
沖
縄
を
訪
れ
た
先
生
も
、
何
度
か
お
見
え
に
な
ら
れ
て
い

る
先
生
も
、
こ
こ
沖
縄
の
景
色
や
風
土
の
素
晴
ら
し
さ
を
ぜ
ひ
と

も
堪
能
し
て
いっ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
貴
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
本
日
ご
参
加
の
皆
様

の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
祝
辞
と
い
た
し

ま
す
。

ご
祝
辞

沖
縄
税
理
士
会
会
長

外
間 

喜
明 

様

本
日
の
第
43
回
全
国
統
一研
修
会 

沖
縄
大
会
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
、
沖
縄
会
の
皆
様
が
全
員
一丸
と
な
っ
て
今
回
の
大

会
の
開
催
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
も
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
沖
縄
と
言
え
ば
琉
球
王
朝
の
時
代
か
ら
独
自
の
文
化

や
祭
事
が
受
け
継
が
れ
、
今
な
お
根
づ
い
て
い
る
と
と
も
に
、
戦

争
の
爪
痕
が
深
く
刻
ま
れ
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。
昨
今
、
沖
縄

に
は
国
内
外
か
ら
多
数
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
そ

う
し
た
歴
史
の一端
に
も
触
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
遡
る
こ
と
約
20
年
前
、
私
は
沖
縄
を
訪
れ
た
と
き
に

か
つ
て
の
海
軍
壕
跡
を
見
学
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
昭
和
20
年
、
沖
縄
地
上
戦
で
ア
メ
リ

カ
軍
の
猛
攻
を
受
け
た
日
本
軍
が
地
下
に
つ
く
っ
た
司
令
部
の
跡

地
で
す
。
い
よ
い
よ
戦
局
が
危
う
く
な
っ
た
5
月
半
ば
、
沖
縄
守

備
隊
隊
長
の
牛
島
満
中
将
は
海
軍
次
官
宛
て
に一通
の
決
別
電

文
を
送
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
内
容
は
「
沖
縄
県
民
斯
ク
戦
ヘ
リ

　

県
民
ニ
対
シ
後
世
特
別
ノ
御
高
配
ヲ
賜
ラ
ン
コ
ト
ヲ
」、
つ
ま
り

「
沖
縄
の
人
た
ち
は
日
本
軍
に
非
常
に
献
身
的
に
協
力
し
、
よ

く
戦
っ
た
か
ら
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
ら
彼
ら
を
支
援
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
、
当
時
の
状
況
を
考
え
る
と
非
常
に
異
質
な
も
の
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
牛
島
中
将
は
そ
の
後
、
6
月
下
旬
に
は
自
決
し
て

い
ま
す
が
、
彼
の
こ
の
電
文
は
現
代
に
ま
で
語
り
継
が
れ
ま
し
た
。

今
回
、
全
国
統
一研
修
会
を
機
に
こ
の
地
に
集
ま
っ
た
私
た
ち

も
、
こ
れ
を
機
に
こ
う
し
た
日
本
の
近
現
代
史
の
知
識
を
身
に
つ

け
、
未
来
に
語
り
継
い
で
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん

な
想
い
を
申
し
上
げ
、
第
43
回
全
国
統
一研
修
会
に
寄
せ
る
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
挨
拶

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
会
長

金
子 

秀
夫

本
日
は
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
主
催
の
第
43
回
全
国
統
一

研
修
会 

沖
縄
大
会
に
多
く
の
皆
様
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
大
会
準
備
に

あ
た
ら
れ
た
沖
縄
会
の
諸
先
生
方
に
も
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
、
I
T
業
界
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

進
展
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
端
末
の
普
及
に
よ
り
、
流

通
や
決
済
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

当
社
は
中
小
企
業
の
I
T
化
に
よ
る
業
務
改
善
や
資
金
繰
り
、

事
業
承
継
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
、
地

域
金
融
機
関
と
の
関
係
強
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
沖
縄
で
も
、
I
T
の
活
用
に
よ
っ
て
産
業
振
興
を
図
ろ
う

と
い
う
動
き
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
、
官
民
共
同
で
設
立

さ
れ
た
「
一
般
財
団
法
人 

沖
縄
I
T
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
セ
ン

タ
ー
」
は
そ
の
拠
点
の一つ
で
す
。
当
社
と
沖
縄
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

は
同
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
加
入
し
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
実
証
実
験

に
参
加
し
な
が
ら
、
沖
縄
の
中
小
企
業
の
経
営
改
善
に
つ
な
が
る

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
顧
問
先
企
業
か
ら
事
業
承
継
に
関
す
る
相
談
が一層
増

加
す
る
現
状
に
伴
い
、
子
会
社
で
あ
る
「
M
J
S 

M
＆
A
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
」
と
と
も
に
、
中
小
企
業
に
お
け
る
円
滑
な
事
業
承
継
の

支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
会
計
事
務
所
の
先
生
方
の
協
力

の
も
と
、一件
で
も
多
く
の
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
貢
献
し
て
い

く
所
存
で
す
。

当
社
は
こ
れ
か
ら
も
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
と
協
力
し
合
い
、
会
計

事
務
所
業
界
の
発
展
、
そ
し
て
顧
問
先
の
中
小
企
業
を
元
気
に
で

き
る
よ
う
最
大
限
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

協
賛
会
社
挨
拶

ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
社
長

是
枝 

周
樹
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懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
は
午
後
6
時
30

分
に
、
沖
縄
県
立
南は
え
ば
る

風
原
高
校 

郷

土
芸
能
部
と
「
琉
球
芸
能 

若
竹
の

会
」
に
よ
る
琉
球
舞
踊
「
か
ぎ
や
で

風
」「
四
つ
竹
」
で
幕
を
開
け
、
長

年
に
わ
た
り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
五
穀
豊
穣
へ
の
祈
り
と
感
謝
の

唄
と
踊
り
に
会
場
は
沸
き
立
ち
ま
し

た
。
新
里 

和
也
大
会
実
行
委
員
の
司

会
の
も
と
、
ま
ず
は
沖
縄
会
の
波
平 

正
会
長
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
次
に
謝
じ
ゃ
は
な花 

喜
一
郎
沖
縄
県

副
知
事
と
城
間 

幹
子
那
覇
市
長
が
来

賓
代
表
の
ご
挨
拶
を
さ
れ
、
続
い
て

田
里 

友
治
日
本
公
認
会
計
士
協
会
沖

縄
会
会
長
が
乾
杯
の
ご
発
声
を
さ
れ

ま
し
た
。

食
事
が
始
ま
る
と
間
も
な
く
、
浦

添
高
校
空
手
道
部
に
よ
る
琉
球
空
手

演
武
「
ア
ー
ナ
ン
」
と
「
ア
ー
ナ
ン

の
分
解
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
琉

球
王
朝
時
代
に
発
祥
し
、2
0
2
0

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
新
種
目
と

し
て
話
題
を
集
め
る
空
手
の
見
事
な

演
武
は
出
席
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

し
ば
し
の
懇
親
と
食
事
の
時
間
を

経
て
、
最
後
に
沖
縄
県
内
外
で
の
イ

ベ
ン
ト
出
演
な
ど
の
活
動
を
展
開
す

る
エ
イ
サ
ー
団
「
真ま
ふ
ぇ
か
じ

南
風
」
に
よ
り

エ
イ
サ
ー
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
エ

イ
サ
ー
と
は
、
若
者
た
ち
が
サ
ン
シ

ン
（
三
線
）
に
合
わ
せ
て
太
鼓
を
叩

き
、
に
ぎ
や
か
に
村
中
を
練
り
歩
き

神
々
に
祈
る
行
事
で
、
沖
縄
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
夏
の
風
物
詩
で
す
。
そ

の
熱
気
や
迫
力
は
会
場
を
圧
倒
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

の
是
枝 

伸
彦
代
表
取
締
役
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
く
次
期
大

会
へ
の
お
誘
い
で
は
、
北
海
道
会
の

中
原 

章
博
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

会
員
の
皆
様
が
壇
上
に
立
ち
、
北
海

道
函
館
市
で
開
催
さ
れ
る
第
44
回
の

大
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
知
花 

直
治
大
会
実

行
委
員
が
沖
縄
会
の
皆
様
と
と
も
に

閉
会
の
挨
拶
を
し
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ

ー
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

本
日
は
第
43
回
全
国
統
一研
修
会
が
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
沖
縄
で

の
開
催
は
、
今
回
で
3
回
目
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
青
い
海
、
青
い
空
、
ま
ぶ
し
い
太
陽
の
沖
縄

に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
本
土
で
は
異
常
気
象

と
な
り
、
最
高
気
温
41
・
1
度
を
記
録
、
ま
た
9
月
以
降
に
は
立

て
続
け
に
台
風
が
上
陸
し
て
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
、

北
海
道
で
は
そ
の
台
風
が
過
ぎ
去
っ
て
す
ぐ
に
最
大
震
度
7
の
地

震
ま
で
発
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
災
害
の
被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
中
小
企
業
が
抱
え
る
後
継
者
問
題
は
、
日
本

経
済
の
成
長
や
発
展
に
お
け
る
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
事
業
承
継
対
策
や
経
営
力
強
化
に
向
け
て
、
国

や
地
方
公
共
団
体
、
金
融
機
関
な
ど
が
互
い
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
中
小
企
業
支
援
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
打
ち
出
し

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
中

小
企
業
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
日
々
信
頼
に
応
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
研
鑽
を
積
ま
れ
て
き
た
会
計
人
会
の
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、
会
員
の
社
会
的
地
位
の

向
上
と
顧
問
先
企
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
た
び
の
全
国
統
一
研
修
会
沖
縄
大
会
を
機
に
、

初
め
て
沖
縄
を
訪
れ
た
先
生
も
、
何
度
か
お
見
え
に
な
ら
れ
て
い

る
先
生
も
、
こ
こ
沖
縄
の
景
色
や
風
土
の
素
晴
ら
し
さ
を
ぜ
ひ
と

も
堪
能
し
て
いっ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
貴
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
本
日
ご
参
加
の
皆
様

の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
祝
辞
と
い
た
し

ま
す
。

知花 直治大会実行委員による閉会の挨拶

来賓の挨拶を述べる謝花 喜一郎沖縄県副
知事

田里 友治日本公認会計士協会沖縄会会長
の乾杯のご発声で懇親パーティーは開始

琉球王朝時代に発祥したという空手

挨拶を述べるMJSの是枝 伸彦会長

開会挨拶を述べる沖縄会の波平 正会長歓迎の意を述べる城間 幹子那覇市長

五穀豊穣への祈りと感謝を表現した琉球舞踊

観客を圧倒したエイサーの舞い

中原 章博会長をはじめとする北海道会の皆様が次期大会への参加を呼びかけ!沖縄会の先生方とMJSの面々によるお見送り
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第43回全国統一研修会報告

佐藤 優氏
さとう・まさる

作家・元外務省主任分析官

神
か
ら
与
え
ら
れ
た
試
練
だ
」「
自
分
が
成
功
、

勝
利
す
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う

強
い
信
念
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
宗
徒

の
多
く
は
よ
く
言
え
ば
逆
境
に
強
い
、
悪
く

言
え
ば
反
省
し
な
い
と
い
う
面
が
あ
る
わ
け

で
す
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
一
見
、
め
ち
ゃ
く
ち

ゃ
な
よ
う
に
見
え
て
、
心
の
中
で
は
「
自
分

が
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
使
命
感

を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
例
え
ば
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
大
使
館
を
テ
ル
ア
ビ
ブ
か
ら
エ

ル
サ
レ
ム
に
移
す
、
あ
る
い
は
北
朝
鮮
と
対

話
し
戦
争
を
回
避
す
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の

使
命
感
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
っ
た
認
識
を
持
っ
た
上
で
北
朝
鮮

問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
国
際

問
題
を
考
え
る
上
で
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
は
、

ま
ず
「
脅
威
と
は
何
か
」
を
見
極
め
る
こ
と

で
す
。
脅
威
は
「
意
思
」
と
「
能
力
」
で
構

成
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
米
国
は
日
本
を
完

全
に
破
滅
さ
せ
る
だ
け
の
核
兵
器
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
米
国
を
脅
威
と
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
米
国
は

核
兵
器
を
持
つ
と
い
う
能
力
を
有
し
て
い
ま

す
が
、
日
本
を
攻
撃
す
る
意
思
が
な
い
か
ら

で
す
。
ロ
シ
ア
も
日
本
を
完
全
に
破
滅
さ
せ

る
だ
け
の
核
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
同
様
に

私
た
ち
は
ロ
シ
ア
を
脅
威
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
や
は
り
ロ
シ
ア
が
核
攻
撃
を
す

る
意
思
を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
ま
た
、

中
国
に
つ
い
て
も
尖
閣
諸
島
付
近
に
公
船
を

入
れ
た
り
、
歴
史
認
識
問
題
で
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
言
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
日
本

に
核
攻
撃
を
仕
掛
け
る
意
思
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
脅
威
と
認
識
し
て
い
ま
せ
ん
。

で
は
北
朝
鮮
は
と
い
う
と
、
か
の
国
は
能

力
と
意
思
を
持
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
北

朝
鮮
は
脅
威
な
の
で
す
。
だ
か
ら
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
今
、
北
朝
鮮
と
良
好
な
関
係
を
築

く
こ
と
で
、
そ
の
意
思
を
消
失
さ
せ
よ
う
と

考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
彼
は
お
そ
ら
く
平

壌
に
行
く
か
、
第
3
国
で
会
談
す
る
な
ど
し

て
、
ま
ず
は
自
国
を
脅
威
か
ら
守
る
た
め
、

大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
I
C
B
M
）
を
撤

廃
さ
せ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
北
朝
鮮
と

の
関
係
を
改
善
し
な
が
ら
、
核
兵
器
や
短
距

離
ミ
サ
イ
ル
、
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
段
階
的

な
削
減
を
提
案
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

北
方
領
土
問
題
の
背
景

次
に
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
と
の
戦
争
で
は
、
日
本
が
侵

略
さ
れ
た
側
で
し
た
。
当
時
有
効
だ
っ
た
日

ソ
中
立
条
約
を
侵
犯
し
て
、
ソ
連
が
侵
攻
し

て
き
た
わ
け
で
す
。
ソ
連
は
さ
ら
に
60
万
人

以
上
の
日
本
の
将
兵
と
民
間
人
を
シ
ベ
リ
ア

に
強
制
連
行
し
て
、
極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
、
も

し
く
は
灼
熱
の
中
央
ア
ジ
ア
の
砂
漠
で
強
制

労
働
さ
せ
、
約
6
万
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

世
界
秩
序
の
本
格
的
変
化

こ
こ
最
近
の
国
際
情
勢
の
中
心
に
あ
る
の

は
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
で
す
。
そ
し

て
、2
0
1
8
年
11
月
に
行
わ
れ
た
米
中
間
選

挙
で
は
、
上
院
は
共
和
党
、
下
院
は
民
主
党

が
勝
ち
ま
し
た
。
こ
れ
は
実
に
驚
く
べ
き
こ

と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
通
常
、
大
統
領
選
挙

後
の
中
間
選
挙
は
上
院
も
下
院
も
与
党
が
負

け
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
し
か
も
、
ト
ラ
ン

プ
は
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
う
よ
う
な
こ
と
ば
か

り
し
て
い
る
人
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

上
院
で
勝
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ

路
線
は
米
国
の
か
な
り
の
層
に
支
持
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
語
る
上
で
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
、「
宗
教
観
」
に
つ
い
て
で

す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
ご
息
女
と
義
理
の

ご
子
息
が
ユ
ダ
ヤ
教
と
い
う
の
は
有
名
な
話

で
す
が
、
実
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
キ
リ
ス

ト
教
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
長
老
派
（
カ
ル

ヴ
ァ
ン
派
）
な
の
で
す
。
こ
の
宗
派
の
価
値

観
の
中
に
は
生
ま
れ
る
前
に
神
様
に
救
わ
れ

る
人
と
、
そ
う
で
な
い
人
が
決
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

こ
に
は
ど
ん
な
逆
境
に
あ
っ
て
も
「
こ
れ
が

外務省主任分析官として数多くの国際問題と対峙してきた
経歴を持つ、作家の佐藤 優氏。基調講演では、昨今の複
雑に入り組んだ国際情勢を独自の視点と切り口で解説して
いただきました。

基調講演レポート

激変する国際環境と
日本の進路

講演者

1985年に外務省入省。英国の陸軍語学学校
でロシア語を学び、その後、モスクワの日本国大
使館、東京の外務省国際情報局に勤務。2002
年5月に鈴木宗男事件に連座し、東京地検特捜
部に逮捕、起訴され、無罪主張をし、争うも09年
6月に執行猶予付き有罪確定、13年6月に執行
猶予期間が満了。刑の言い渡しが効力を失った。
この逮捕劇を「国策捜査」として描いた『国家の
罠―外務省のラスプーチンと呼ばれて』（新潮社、
05年）は大きな波紋を呼び、毎日出版文化賞特
別賞を受賞。『自壊する帝国』（新潮社、06年）が
新潮ドキュメント賞、大宅壮一ノンフィクション賞を
受賞した。

10月刊税理士事務所CHANNEL



上
げ
て
作
業
し
、
2
国
間
関
係
の
問
題
を
作

ら
な
い
よ
う
に
し
て
先
に
進
め
、
領
土
問
題

に
つ
い
て
議
論
し
よ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
「
現
時
点
で
そ

の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。
我
々
は
ま
ず
、
領
土
に
関
す
る
基
本
問

題
を
解
決
し
、
そ
の
後
、
平
和
条
約
に
つ
い

て
話
そ
う
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
プ

ー
チ
ン
は
そ
れ
も
可
能
だ
と
答
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

日
ソ
共
同
宣
言
の
9
項
に
は
「
ソ
ビ
エ
ト

社
会
主
義
共
和
国
連
邦
は
日
本
国
の
要
望
に
応

え
、
か
つ
日
本
国
の
利
益
を
考
慮
し
て
、
歯

舞
お
よ
び
色
丹
島
を
日
本
に
引
き
渡
す
こ
と

に
同
意
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
諸
島
は
、

日
本
国
と
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦

と
の
間
の
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
と
き
に

現
実
的
に
引
き
渡
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と

あ
り
ま
す
。
平
和
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

決
ま
れ
ば
、
あ
と
は
歯
舞
、
色
丹
島
の
引
き

渡
し
交
渉
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
は
国

後
島
や
択
捉
島
の
土
地
を
借
り
て
、
特
別
の

規
則
で
運
営
を
す
る
と
い
っ
た
や
り
方
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
ロ
シ

ア
は
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、

そ
こ
に
は
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
ク
リ
ミ
ア
問
題
で
す
。
ロ
シ
ア
は

ク
リ
ミ
ア
を
占
領
し
た
こ
と
で
欧
米
か
ら
制

裁
を
科
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
日
本
と

平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
、
お
互
い
の
国

境
・
領
土
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
日

本
が
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
占
領
を
認
め
る
と

い
う
効
果
が
出
て
く
る
の
で
す
。

二
つ
目
は
朝
鮮
半
島
情
勢
で
す
。
現
時
点

で
日
本
と
ロ
シ
ア
は
完
全
に
朝
鮮
半
島
問
題

か
ら
外
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
と
ロ
シ
ア

が
連
携
す
れ
ば
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
れ
る

よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
東

京
で
金
正
恩
、
文
在
寅
、
ト
ラ
ン
プ
、
プ
ー

チ
ン
と
6
者
協
議
を
行
っ
た
り
、
そ
こ
で

「
北
方
ア
ジ
ア
集
団
安
全
保
障
機
構
」
の
よ
う

な
も
の
を
発
足
す
る
と
い
っ
た
プ
ラ
ン
を
描

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
後
の
三
つ
目
は
地
球
温
暖
化
で
す
。
地

球
温
暖
化
に
よ
っ
て
北
極
周
辺
の
氷
が
解
け

始
め
、
1
年
を
通
じ
て
船
が
北
極
海
を
通
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
欧
州
と
ア
ジ
ア
の

航
路
は
北
極
海
経
由
を
活
用
す
れ
ば
か
な
り

短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
際
に

ロ
シ
ア
の
港
に
入
る
た
め
に
は
宗
谷
海
峡
か

津
軽
海
峡
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
ロ
シ
ア
は
日
本
と
の
関
係
を

改
善
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
北
方
ア
ジ
ア
だ
け
で
も
わ
ず

か
な
期
間
で
国
際
情
勢
は
大
き
く
動
い
て
い

ま
す
。
そ
の
変
化
は
少
な
か
ら
ず
皆
さ
ん
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
は
ず
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
国
際
情
勢
を
ウ
ォ
ッ
チ
し
続
け

て
い
く
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
、
そ
の
後
の
日
ソ
関
係
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

2
条
C
項
で
は
「
日
本
政
府
は
南
樺
太
と
千

島
列
島
を
放
棄
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
千
島
に
は
国
後
島
と
択
捉
島
も
含
ま
れ

ま
す
。
こ
の
条
約
に
ソ
連
は
署
名
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
国
際
法
の
大
原
則
で
、
署
名
し
て

な
い
国
は
当
事
者
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
日
本
が
千
島
列
島
を
放
棄
し
た
の
は
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
署
名
し
た
連

合
国
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
ソ
連
に
対
し
て

放
棄
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

1
9
5
6
年
に
は
日
ソ
共
同
宣
言
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
普
通
、
戦
争
が
終
わ
る
と
平
和

条
約
が
締
結
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に

は
二
つ
の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

一
つ
は
賠
償
と
外
交
関
係
の
再
開
、
そ
し
て

も
う
一
つ
は
領
土
・
国
境
問
題
が
あ
る
場
合

に
は
そ
れ
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
ソ
連
と
は
北
方
四
島
を
め
ぐ
る
議
論
で

紛
糾
し
、
領
土
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
外
交
関
係
の
回
復
を

先
に
し
て
、
賠
償
は
双
方
放
棄
す
る
こ
と
に

し
た
わ
け
で
す
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、

当
時
ソ
連
に
は
戦
犯
と
い
う
形
で
日
本
人
が

残
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
人
た
ち
を
一

日
も
早
く
日
本
に
戻
す
た
め
に
、
先
に
外
交

関
係
を
回
復
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
60
年
に
日
本
は
日
米
新
安
保
条

約
を
締
結
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
、
ソ
連
は

「
グ
ロ
ム
イ
コ
覚
書
」
を
出
し
ま
し
た
。
新
安

保
条
約
が
で
き
た
こ
と
で
、
ソ
連
は
米
軍
の
活

動
が
日
本
で
以
前
よ
り
活
発
に
な
る
と
危
惧
し
、

歯
舞
、
色
丹
島
を
引
き
渡
し
た
ら
、
そ
こ
に

米
軍
の
基
地
が
置
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

考
え
、
歯
舞
、
色
丹
島
を
引
き
渡
す
の
な
ら

平
和
条
約
締
結
だ
け
で
な
く
、
日
本
か
ら
全

外
国
軍
隊
を
撤
退
さ
せ
ろ
と
し
た
わ
け
で
す
。

ソ
連
の
こ
の
よ
う
な
対
応
を
日
本
政
府
は

内
心
で
は
歓
迎
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ソ

連
が
歯
舞
群
島
と
色
丹
島
を
日
本
に
引
き
渡
す

と
日
本
国
内
で
親
ソ
世
論
が
強
ま
っ
て
、
革

命
政
党
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、
日
本
が
社

会
主
義
国
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
日
本
と

米
国
が
危
惧
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、

絶
対
に
ソ
連
が
応
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
即
時

一
括
返
還
と
い
う
「
こ
ぶ
し
」
を
振
り
上
げ

て
、
要
求
を
飲
ま
な
い
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

そ
れ
が
日
本
の
国
益
に
か
な
う
と
、
当
時
の

外
務
省
も
政
府
も
考
え
た
わ
け
で
す
。
私
も

そ
れ
は
間
違
っ
て
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

2
島
返
還
＋α
の
現
実
性

18
年
10
月
、
ロ
シ
ア
南
部
の
ソ
チ
で
開

か
れ
た
会
議
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
北
方

領
土
問
題
に
つ
い
て
「
我
々
は
領
土
問
題
に

つ
い
て
既
に
70
年
、
日
本
と
協
議
し
て
い
る

が
、
ど
う
し
て
も
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
全
て
が
行
き
止
ま
り
の
状
況
だ
。
だ
か

ら
平
和
条
約
に
署
名
し
、
信
頼
の
レ
ベ
ル
を
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第43回全国統一研修会報告

情報ネットワーク委員会が企画・運営を担当する第1分科会では、
今後の税理士事務所に求められる役割、そして事務所のあり方な
どがパネルディスカッション形式で議論されました。充実した内容
の本講演、その概要をお伝えします。

人
材
確
保
に
つ
い
て

人
材
の
売
り
手
市
場
と
言
わ
れ
る

昨
今
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た

め
に
は
魅
力
の
あ
る
職
場
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
が
肝
要
で
、
パ
ネ
ラ
ー

の
先
生
方
が
自
所
に
お
い
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。例

え
ば
生
産
性
を
高
め
て
働
き
や

す
い
職
場
と
す
る
た
め
、
属
人
的
に

な
っ
て
い
る
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

を
推
進
し
た
り
、
各
人
別
の
確
定
申

今
で
き
る

業
務
効
率
化
に
つ
い
て

続
い
て
、
今
で
き
る
業
務
効
率
化

が
話
題
と
な
り
、
こ
の
テ
ー
マ
よ
り

M
J
S
の
子
会
社
、
ク
ラ
ウ
ド
イ
ン

ボ
イ
ス
社
の
上
田 

隼
社
長
、M
J
S

のbizsky

事
業
部
長
の
岩
田 

悟
執
行

役
員
が
加
わ
り
ま
し
た
。

税
理
士
事
務
所
に
お
け
る
時
間
を

要
す
る
業
務
の
一
つ
に
、
記
帳
代
行

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
上
田

社
長
よ
り
ク
ラ
ウ
ド
イ
ン
ボ
イ
ス
社

が
提
供
す
る
記
帳
代
行
サ
ー
ビ
ス

「
丸
投
げ
記
帳
代
行
」
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
本
サ
ー
ビ
ス
は
顧
問
先
か
ら

預
か
っ
た
証
憑
を
郵
送
も
し
く
は
ス

キ
ャ
ン
し
て
デ
ー
タ
と
し
て
送
る
こ

サ
ー
ビ
ス
の

多
様
化
に
つ
い
て

次
に
、
税
理
士
事
務
所
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
へ
と
議
論
は
移

り
ま
し
た
。
会
計
・
税
務
業
務
以
外

に
も
顧
問
先
様
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
受
け
る
機
会
が
増
え
て
き
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
応
え

る
こ
と
が
10
年
後
も
求
め
ら
れ
る
税

理
士
事
務
所
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

例
え
ば
経
営
革
新
等
支
援
機
関
の

A
I
、Fin

T
ech

に
つ
い
て

最
後
に
、
今
後
業
界
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
A
I
、FinT

ech

に
つ
い
て
、
そ
の
展
望
と
今
後
ど
の
よ

う
に
そ
れ
ら
の
技
術
と
向
き
合
っ
て
い

く
べ
き
か
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

A
I
は
脅
威
に
な
る
の
か
と
い
う
議

論
で
は
、
記
帳
代
行
な
ど
の
ル
ー
テ
ィ

ン
ワ
ー
ク
を
効
率
化
す
る
上
で
は
非
常

に
有
効
で
す
が
、
顧
問
先
と
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョン
を
図
る
こ
と
や
、
税
務
判
断

な
ど
は
A
I
に
代
替
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
の
意
見
が
多
く
出
て
、
今
後
の
動

向
に
は
ま
だ
ま
だ
注
視
が
必
要
と
の
結

論
と
な
り
ま
し
た
。

ま
たFinT

ech

の
パ
ー
ト
で
は
、
ス

告
関
連
業
務
の
進
捗
管
理
表
を
作
成

し
繁
忙
期
を
計
画
的
に
乗
り
切
っ
た

り
、D
V
D
や
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
を
含
め
て
研
修
を
充
実
さ
せ
る
な

ど
の
工
夫
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
魅
力
的
な
職
場
づ
く
り
の
た
め

に
産
休
育
休
、
介
護
休
暇
制
度
を
公

的
機
関
の
支
援
を
受
け
て
策
定
、
随

時
改
定
し
た
り
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

社
、I
B
M
社
を
視
察
し
て
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
で
機
能
的
な
オ
フ
ィ
ス
づ

く
り
の
参
考
と
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

と
で
、
仕
訳
表
の
形
で
受
け
取
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
れ
を
活
用
す
る

こ
と
で
試
算
表
を
作
成
す
る
の
に
要

す
る
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
、
そ

の
分
の
時
間
を
よ
り
付
加
価
値
の
高

い
業
務
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、M
J
S
が
構
築
す
る
ク
ラ

ウ
ド
の
技
術
基
盤
「bizsky

プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
は
、
小
規
模
事
業

者
向
け
の
自
計
化
サ
ー
ビ
ス
「
か
ん

た
ん
ク
ラ
ウ
ド
会
計
／
給
与
」、
個
人

事
業
主
向
け
の
取
引
情
報
管
理
サ
ー

ビ
ス
「
お
金
の
管
理
」
な
ど
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
事

務
所
業
務
を
よ
り
効
率
的
に
行
え
る

と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
を
受
け
た
先
生
方
は
、
顧
問
先

の
融
資
先
金
融
機
関
と
の
リ
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
調
整
や
、
資
金
調
達
、
経
営

計
画
立
案
、
補
助
金
・
優
遇
税
制
を

受
け
る
方
策
の
提
案
な
ど
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
の
機
会
が
増
え
た

そ
う
で
す
。
他
に
も
災
害
が
増
え
た

こ
と
で
、I
T

－

B
C
P
※
１
環
境
構

築
や
、
生
命
保
険
・
損
害
保
険
会
社

と
連
携
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

強
化
の
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ

も
高
ま
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
送
金
や
決
済

な
ど
の
代
表
的
な
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て

国
が
金
融
機
関
に
求
め
る
A
P
I
公

開
※
２
の
詳
細
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バン
キ
ン

グ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
取
引

明
細
連
携
や
レ
シ
ー
ト
取
込
機
能
な
ど
、

M
J
S
が
提
供
す
るFinT

ech

関
連

サ
ー
ビ
ス
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
清
水 

俊
介
委
員
長
の
「
手

書
き
の
時
代
か
ら
I
T
が
発
展
し
、

今
は
A
I
やFinT

ech

な
ど
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
10
年
後
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
会
計

人
会
の
仲
間
と
し
て
、
時
代
の
流
れ
に

対
応
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
共
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
お
言
葉
で

本
分
科
会
は
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

進行を務めた四国会
の榊 忠輝委員（右）と
MJSの長坂 玲衣

（左より）草野 恒史委員（九州会）／大友 聡委員（東北会）／岡崎 克郎
委員（北陸会）／上田 隼（クラウドインボイス社長）／清水 俊介委員長（司
会、中国会）／岩田 悟（MJS執行役員、bizsky事業部長）／久保 且桂
副委員長（北海道会）／神谷 研委員（中部会）／蘆田 𥙿三委員（近畿会）

※1 ITを活用した情報の保全、復旧、継続利用に絞って計画すること
※2 銀行と外部の事業者との間の安全なデータ連携を可能にする取り組み

the
mathe

ma

the
mathe

ma

13

24

第1分科会レポート

10年後求められる
税理士事務所となるために

業務改善
シリーズ

第5弾
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第2分科会ではウイルス学者の根路銘 国昭氏に「人生
いろいろから 沖縄の未来図」というテーマで語っていた
だきました。

第2分科会レポート

人生いろいろから 
沖縄の未来図

講演者

1939年沖縄県本部町生まれ。62年琉球大学農学
部ならびに65年北海道大学獣医学部を卒業。国
立予防衛生研究所（現・国立感染症研究所）に入
所。同ウイルス第一部呼吸器系ウイルス研究室長、
WHOインフルエンザ・呼吸器ウイルス協力センター
長、ハーバード大学世界エイズ治療評価24人委員会
委員、厚生省中央薬事審議会臨時委員などを歴任。
2004年に（有）生物資源研究所を設立し、代表取
締役に就任。受賞歴に、国際ウイルス学会功労賞、
中国河北省人民政府外国人功労大賞、琉球新報賞
（学術功労）。研究成果等（1）研究論文350編以
上（英文約100編、和文約250編）（2）著書14編。

根路銘 国昭 氏
ねろめ・くにあき
ウイルス学者（獣医学博士）
（有）生物資源研究所
代表取締役／所長

の
で
す
が
、
そ
の
際
W
H
O
に
「
日

本
の
研
究
は
米
国
や
英
国
と
同
じ
く

ら
い
進
ん
で
い
る
の
に
、
な
ぜ
日
本

は
呼
ば
れ
な
い
の
か
」
と
直
談
判
の

手
紙
を
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
本
は
米
国
に
毎
年
膨
大
な
量
の
研

究
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
の
に
、

こ
の
扱
い
は
不
当
だ
と
考
え
た
か
ら

で
す
。

そ
の
手
紙
の
コ
ピ
ー
は
世
界
中
に

回
り
、
し
ば
ら
く
し
て
W
H
O
か
ら

返
事
が
来
ま
し
た
。
そ
こ
に
書
か
れ

て
あ
っ
た
の
は
「
日
本
を
呼
ば
な
い

の
は
ル
ー
ル
で
決
ま
っ
て
い
る
か
ら

﹁
敗
戦
国
﹂を
引
き
ず
る
日
本

皆
さ
ん
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
ウ
イ
ル
ス
に
使
う
ワ
ク
チ
ン
の

組
成
や
使
い
方
な
ど
が
ど
の
よ
う
に

決
め
ら
れ
る
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
実
は
毎
年
、
世
界
保
健
機
関

（
W
H
O
）
の
本
部
の
あ
る
ス
イ
ス
・

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か
れ
る
会
議
で
決

定
さ
れ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
か
つ

て
こ
の
会
議
に
日
本
は
呼
ば
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
以
前
、
厚
生
労
働
省
の
国
立

予
防
衛
生
研
究
所
に
在
職
し
て
い
た

だ
」
と
い
う
意
味
合
い
の
文
面
の
み

で
し
た
。
私
は
納
得
で
き
な
か
っ
た

の
で
、「
か
つ
て
国
際
連
盟
が
第
一

次
大
戦
後
に
で
き
た
が
、
そ
れ
が
機

能
し
な
く
な
っ
た
こ
と
で
第
二
次
世

界
大
戦
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
反
省
を

基
に
、
現
在
の
国
際
連
合
が
で
き
た

の
だ
か
ら
、
世
界
各
国
は
平
等
に
扱

わ
れ
、
お
互
い
に
言
い
た
い
こ
と
を

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
だ

け
が
不
当
な
扱
い
を
受
け
る
の
は
お

か
し
い
」
と
、
再
び
W
H
O
に
抗
議

し
ま
し
た
。
し
か
し
、W
H
O
は
や

は
り
「
敗
戦
国
に
は
W
H
O
セ
ン
タ

ー
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
ル
ー

ル
は
変
更
で
き
な
い
」
の
一
点
張
り

だ
っ
た
た
め
、
私
は
「
そ
れ
な
ら
日

本
は
今
後
デ
ー
タ
を
一
切
提
供
し
な

い
」
と
議
論
を
打
ち
切
り
ま
し
た
。

す
る
と
そ
の
1
カ
月
後
、
米
国
政

府
か
ら
飛
行
機
の
チ
ケ
ッ
ト
が
送
ら

れ
て
き
て
、
私
は
米
国
ジ
ョ
ー
ジ
ア

州
の
ア
ト
ラ
ン
タ
に
呼
び
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
「
日
本
の
デ
ー
タ
が

な
け
れ
ば
ワ
ク
チ
ン
を
製
造
で
き
な

い
の
で
出
し
て
ほ
し
い
」
と
説
得
さ

れ
た
の
で
す
。
私
は
「
W
H
O
セ
ン

タ
ー
を
日
本
に
置
く
と
明
言
し
、
か

つ
米
国
が
そ
れ
を
支
援
す
る
な
ら
デ

ー
タ
を
出
し
ま
し
ょ
う
」
と
応
じ
ま

し
た
。

こ
う
し
て
1
カ
月
後
、W
H
O
か

ら
銅
板
に
刻
ま
れ
た
辞
令
が
送
ら
れ

て
来
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
日
本
に

W
H
O
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
。
セ

ン
タ
ー
長
は
根
路
銘
と
す
る
」
と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
長
い
議
論
の
末

に
よ
う
や
く
、W
H
O
は
日
本
の
こ

と
を
認
め
て
く
れ
た
の
で
す
。

言
い
た
い
こ
と
を
言
え
る
国
に

私
が
W
H
O
セ
ン
タ
ー
長
に
な
っ

た
翌
年
、
今
度
は
米
国
政
府
か
ら
ワ

ク
チ
ン
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

講
演
要
請
が
来
ま
し
た
。
講
師
は
私

の
他
、
米
国
と
英
国
の
有
名
な
先
生

で
し
た
。
ま
た
、
聴
講
者
は
製
薬
会

社
と
そ
の
関
係
者
が
約
1
0
0
人
、

さ
ら
に
米
国
陸
海
軍
の
将
校
が
約
50

人
で
、
政
府
の
職
員
も
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

席
上
、
米
国
と
英
国
の
先
生
が
米

国
政
府
が
決
め
た
ワ
ク
チ
ン
に
賛
同

す
る
弁
を
述
べ
た
後
で
、
私
は
統
計

と
数
式
を
使
っ
て
反
論
し
ま
し
た
。

「
も
し
米
国
が
決
め
た
ワ
ク
チ
ン
を
使

っ
た
ら
、
約
4
万
人
の
死
者
が
出
ま

す
。
日
本
の
研
究
は
ア
ジ
ア
の
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
米
国
よ
り

1
シ
ー
ズ
ン
早
く
、
ウ
イ
ル
ス
が
変

異
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
お
り
、
米
国
の
ワ
ク
チ
ン
は
変
異

後
の
ウ
イ
ル
ス
に
効
力
が
な
い
」
と
。

そ
う
言
う
と
会
場
が
ざ
わ
つ
き
、
座

長
が
慌
て
て
「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て

い
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
」
と
耳
打

ち
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
果
は
ま
っ
た
く
逆
で

し
た
。
主
催
者
が
私
の
と
こ
ろ
に
や

っ
て
来
て
、「
米
国
が
決
定
し
た
ワ

ク
チ
ン
の
使
用
を
見
直
し
、
改
め
て

決
定
す
る
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
そ

し
て
そ
の
後
、
日
本
が
提
案
し
た
ワ

ク
チ
ン
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
講
演
を
終
え
、
会
場
を
出
る
際

に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
将
校
た
ち
が
総

出
で
敬
礼
を
し
て
見
せ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
私
が
学
者
に
な
っ
て
良
か
っ

た
と
思
え
た
最
大
の
出
来
事
の
一
つ

で
す
。
以
来
、
改
め
て
「
言
い
た
い

こ
と
は
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
」「
米

国
の
言
い
な
り
に
な
っ
ち
ゃ
い
け
な

い
」
と
い
う
気
持
ち
を
新
た
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
は
戦
争
に
負
け
、
い
ま
だ
に

敗
戦
国
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
え
、

国
の
政
策
に
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
そ
ろ
そ
ろ
言
い
た
い
こ
と
を

言
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

13 月刊税理士事務所CHANNEL
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も
、
家
々
に
伝
わ
っ
て
き
た
記
録
も

な
く
な
り
、
歴
史
研
究
が
非
常
に
困

難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
沖
縄
の
歴
史
を
研
究
す
る
に

は
、
足
を
使
っ
て
沖
縄
以
外
の
地
で

資
料
を
探
し
、
先
人
た
ち
が
た
ど
っ

た
歴
史
を
一
つ
ず
つ
再
建
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
も
そ
も
沖
縄
の
人
た
ち
は
、
古

く
か
ら
海
外
で
活
発
に
行
動
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
世
界
中
の
至

る
と
こ
ろ
に
そ
の
足
跡
や
資
料
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
中

国
や
米
国
、
欧
州
な
ど
を
旅
し
な
が

琉
球
の
多
様
性
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

沖
縄
の
歴
史
を
研
究
す
る
上
で
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
や
は

り
第
二
次
世
界
大
戦
で
す
。
と
り
わ

け
末
期
の
い
わ
ゆ
る
沖
縄
戦
で
は
、

住
民
の
約
25
％
が
犠
牲
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
そ
の
際
に
は
沖
縄
の
歴
史

を
語
っ
て
く
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

も
失
わ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
に
は
戦
前
、

20
以
上
の
国
宝
・
文
化
財
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
ら
が
一
つ
残
ら
ず
破

壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
建
物

ら
研
究
を
続
け
て
き
た
の
で
す
。

長
年
の
研
究
の
末
に
見
え
て
き
た

の
は
、「
琉
球
」
と
い
う
地
域
の
多

様
性
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
で
す
。
特

に
14
〜
16
世
紀
（
鎌
倉
時
代
後
半
〜

戦
国
・
安
土
桃
山
時
代
）
の
沖
縄
に

は
、
首
里
城
に
王
様
が
い
て
、「
琉

球
王
国
」
を
統
治
し
て
い
ま
し
た
。

人
口
7
万
人
程
度
の
小
規
模
王
国
で

し
た
が
、
人
々
は
北
へ
、
南
へ
、
西

へ
と
、
船
に
乗
っ
て
活
発
に
移
動
し

て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
た

の
か
と
い
う
と
、
王
様
を
頂
点
と
す

る
強
い
組
織
が
、
海
外
活
動
を
し
っ

か
り
と
取
り
仕
切
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
事
実
、
船
に
は
琉
球
王
に
仕
え

る
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
多
数
乗
っ
て
お

り
、
当
時
、
タ
イ
に
い
た
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
の
証
言
記
録
に
よ
る
と
、「
琉
球

の
人
間
は
自
分
の
国
が
大
好
き
だ
っ

た
」
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
証
言
を
残
し
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
は
あ
る
日
、
琉
球
の
船
の

中
で
不
思
議
な
光
景
を
目
に
し
ま
し

た
。
甲
板
の
片
隅
に
、
病
気
で
亡
く

な
っ
た
琉
球
人
3
人
の
死
体
が
塩
漬

け
で
保
存
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で

す
。
そ
し
て
、
船
長
に
そ
の
理
由
を

問
う
と
、「
死
ん
で
も
国
に
連
れ
帰

っ
て
こ
い
と
言
わ
れ
て
い
る
」
と
答

え
た
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
琉
球
人
の

「
愛
国
心
」
の
強
さ
が
う
か
が
え
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

琉
球
の
旺
盛
な
活
動
を
支
え
た
も

う
一
つ
の
理
由
は
、「
外
部
人
材
を

活
用
し
た
」
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
当

時
栄
え
た
ア
ジ
ア
の
代
表
的
な
貿
易

港
が
あ
っ
た
マ
ラ
ッ
カ
、
ア
ユ
タ
ヤ

な
ど
に
は
中
国
系
住
民
が
多
く
住
み
、

い
わ
ゆ
る
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
を
形
成

し
て
い
ま
し
た
。
琉
球
王
国
に
も
同

様
に
中
国
系
の
住
民
が
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
現
地
政
権
に
協
力
的
で
、
琉

球
王
は
特
に
福
建
省
出
身
の
人
間
を

多
く
活
用
し
ま
し
た
。
福
建
省
は
中

国
で
も
船
を
造
る
技
術
に
長
け
て
い

た
地
域
で
、
船
を
操
る
操
船
技
術
も

高
か
っ
た
そ
う
で
す
。
最
先
端
の
技

術
を
持
つ
人
間
を
受
け
入
れ
た
こ
と

で
、
琉
球
王
国
は
活
動
範
囲
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
は
織
物
や

楽
器
、
蒸
留
酒
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
珍

し
い
も
の
が
入
っ
て
き
て
、
そ
れ
ら

が
琉
球
王
国
の
文
化
を
多
様
に
し
て

い
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
東
南
ア
ジ

ア
の
商
人
な
ど
を
通
じ
て
相
当
接
触

し
て
い
た
は
ず
の
イ
ス
ラ
ム
教
は
取

り
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
酒
好
き
の

琉
球
人
が
拒
ん
だ
の
か
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
琉
球
で
は
既
に
文

化
の
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

琉
球
の
遺
産
を
継
承
す
る
た
め
に

琉
球
王
の
居
城
で
あ
り
、
海
外
事

業
の
拠
点
だ
っ
た
首
里
城
の
復
元
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
歴
史
研
究
者
と
し
て
大
き

な
喜
び
で
す
。
沖
縄
戦
で
失
わ
れ
た

多
く
の
人
の
命
は
か
え
っ
て
こ
な
い

け
れ
ど
、
文
化
は
復
元
に
よ
っ
て
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

私
た
ち
の
仕
事
は
、
世
界
方
々
に

散
ら
ば
っ
た
歴
史
の
断
片
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
る
だ
け
で
な
く
、「
か
つ
て

の
琉
球
人
が
持
っ
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
現
代
に
継
承
さ
せ
る
こ
と
」
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
象
徴
と
な

る
の
が
、
こ
の
首
里
城
の
復
元
で
す
。

調
査
に
使
っ
た
資
料
や
デ
ー
タ
を
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て
見
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
作
業
も
進
め
て
い
ま

す
。長

か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

2
0
1
9
年
2
月
に
よ
う
や
く
完
了

し
ま
す
。
今
は
ど
の
泡
盛
で
祝
杯
を

あ
げ
る
か
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第3分科会では琉球大学名誉教授で、琉球史を専
門とされている髙良 倉吉氏に「琉球王国の歴史
を考える」というテーマで語っていただきました。

第3分科会レポート

琉球王国の歴史を考える

1947年、沖縄県伊是名島生まれ、南大東島育ち。
71年に愛知教育大学を卒業し、73年に沖縄県沖
縄史料編集所専門員、沖縄県立博物館主査、浦
添市立図書館館長、琉球大学法文学部教授、沖
縄県副知事などを歴任し、現職。琉球史、特に琉
球王国の内部構造、対外関係を研究し、首里城復
元検討委員会委員、NHK大河ドラマ「琉球の風」
監修、NHK時代劇「テンペスト」時代考証などを務
める。主な著書に『琉球の時代』（筑摩書房、現ち
くま学芸文庫）、『沖縄問題―リアリズムの視点か
ら』（編著、中央公論新社）など。

髙良 倉吉 氏
たから・くらよし
琉球大学名誉教授
（文学博士・琉球史）

講演者
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11
月
9
日
、
南
城
市
に
あ
る
「
琉

球
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
に
て
、
総
勢
93

名
が
参
加
し
、
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
倶
楽
部
は
「
沖
縄
」
の
自
然
の

息
吹
を
感
じ
な
が
ら
コ
ー
ス
を
巡
り
、

プ
レ
ー
で
き
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
ン
タ

イ
プ
で
緊
張
感
と
開
放
感
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
た
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

で
、
広
大
な
敷
地
に
西
・
東
・
南
に

分
け
ら
れ
た
27
ホ
ー
ル
は
、
変
化
と

起
伏
に
あ
ふ
れ
た
美
し
い
コ
ー
ス
レ

イ
ア
ウ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
3
コ
ー
ス

3
カ
所
同
時
ス
タ
ー
ト
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
表
の
通
り
に
な
り

ま
し
た
。
表
彰
式
は
、
山
城 

太
尚
大

会
実
行
委
員
の
司
会
、
山
城 

文
雄
大

会
実
行
委
員
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
。
沖

縄
会
の
波
平 

正
会
長
、
友
利 

博
明

大
会
実
行
委
員
長
、
そ
し
て
M
J
S

の
大
久
保 

利
治
取
締
役
（
ミ
ロ
ク
賞

の
み
）
が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
な
り
賞

品
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
単
位
会
、

個
人
優
勝
者
か
ら
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
い
き
、

最
後
に
次
回
の
全
国
統
一
研
修
会
の
開
催
担

当
と
な
る
北
海
道
会
の
宮
崎 

英
彰
先
生
の
閉

会
の
挨
拶
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

●
3
日
間
コ
ー
ス

こ
ち
ら
の
コ
ー
ス
の
初
日
は
、
沖
縄
本
島

北
部
が
メ
イ
ン
。
県
民
に
愛
さ
れ
る
オ
リ
オ

ン
ビ
ー
ル
の
ハ
ッ
ピ
ー
パ
ー
ク
、
美
し
い
天

然
の
古こ

う

り

宇
利
ビ
ー
チ
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
今な
き
じ
ん
ぐ
す
く

帰
仁
城
、
世
界
最
大
級
の
水
槽
を
有

す
る
美ち
ゅ

ら
海
水
族
館
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
の
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

2
日
目
は
那
覇
空
港
よ
り
一
路
宮
古
島
へ
。

昭
和
23
年
の
創
業
以
来
、
伝
統
の
手
技
に
こ

だ
わ
り
泡
盛
の
古
酒
を
つ
く
る
多
良
川
酒
造

を
訪
れ
、
島
の
南
東
端
に
位
置
す
る
風
光
明

媚
な
東ひ
が
し
へ
ん
な
ざ
き

平
安
名
崎
に
て
絶
景
を
満
喫
い
た
だ

き
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
宮
古
島
と
伊
良
部
島
を
つ
な

ぐ
全
長
3
5
4
0
m
の
伊
良
部
大
橋
、
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
通
り
池
、

豊
か
な
海
洋
資
源
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き

る
宮
古
島
海
中
公
園
な
ど
を
巡
り
、
全
て
の

行
程
を
終
え
ま
し
た
。

●
日
帰
り
コ
ー
ス

こ
ち
ら
の
プ
ラ
ン
で
は
、
最
初
に
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
中な
か
ぐ
す
く

城
城
跡
、
絶
好
の
ド
ラ

イ
ブ
コ
ー
ス
の
海
中
道
路
、
製
塩
工
場
見
学

が
で
き
る
、
ぬ
ち
ま
ー
す
観
光
製
塩
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
果
報
バ
ン
タ

な
ど
を
訪
れ
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

【個人成績】

【単位会対抗戦】

1.オリオンハッピーパークで試飲の乾杯!　2.美ら海水族館の美しい水槽　3.伝統を重んじる多良川酒造　4.東平安名崎から望む絶景　5.神秘に満ち
た空間の宮古島海中公園　6.宮古島の道中、美しい海が参加者を魅了　7.琉球王朝時代の記憶を今に伝える中城城跡　8.ぬちまーす観光製塩ファクトリー
では製塩の工程をレクチャー

1.開放感あふれるコースレイアウト　2.単位会優勝を果たした四国
会を代表し、正司 哲浩先生がご挨拶　3.個人優勝を果たした森内 昭
男先生（左）とプレゼンターの友利 博明先生　4.表彰式の様子

順位 氏名 グロス HDCP ネット
1位 森内 昭男（四国会） 90 19.2 70.8
2位 竹内 靖（四国会） 85 12.0 73.0
3位 岡村 雅裕（中部会） 83 9.6 73.4
4位 三浦 利勝（中部会） 88 14.4 73.6
5位 當山 孝祥（沖縄会） 88 14.4 73.6
6位 橋本 敬司（近畿会） 93 19.2 73.8
7位 岸上 善宜（四国会） 99 25.2 73.8
8位 乾 伸行（四国会） 86 12.0 74.0
9位 中畝 將博（中国会） 85 10.8 74.2
10位 矢ケ崎 清（関東信越会） 87 12.0 75.0

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

記
念
旅
行

参
加
者
93
名

参
加
者
：
3
日
間
コ
ー
ス
75
名
／
日
帰
り
コ
ー
ス
38
名

1

2

1

468

24

3

357

順位 単位会 ネット計 順位 単位会 ネット計
1位 四国会 217.6 5位 中国会 226.2
2位 中部会 222.0 6位 関東信越会会 230.0
3位 沖縄会 224.6 7位 九州会 231.8
4位 近畿会 226.0 8位 東北会 241.0
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